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第
一
觀
經
疏
に
關
す
る
宗
祀
門
下
の
著
書
觀
無
量
壽
經
の
研
究
は
、
既
に
遠
き
已
前
に
於
て
、
支
那
に
於
て
盛
ん
に
行
は
れ
、
善
導
に
至
つ
て
古
今
楷
定
の
詮
を
出
し
、
特
に
我
宗
　
 
租
法
然
上
人
が
、
四
帖
の
疏
、
別
し
て
散
善
義
の
一
心
專
念
の
文
に
依
て
開
宗
せ
ら
れ
て
か
ら
、
其
研
究
が
愈
よ
盛
ん
に
な
つ
た
の
は
、
そ
は
當
然
の
こ
・こ
で
あ
る
が
、
宗
祀
門
下
に
於
け
る
研
究
は
實
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。
今
回
金
澤
文
庫
か
ら
、
隆
寛
、
長
西
、
入
阿
等
の
著
述
の
一
部
が
發
見
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
一
暦
明
瞭
こ
な
つ
た
。
依
つ
て
余
は
そ
の
主
な
る
入
-こ
著
書
・こ
を
こ
～
に
一
言
し
た
い
ε
思
ふ
。
1
一
念
義
の
幸
西
か
の
一
念
義
を
主
張
し
た
幸
西
は
、
餘
り
に
大
部
な
著
逑
は
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
然
し
觀
經
の
疏
に
就
て
の
造
詣
は
可
成
に
深
か
つ
た
や
う
で
あ
る
。
淨
土
源
流
章
の
記
事
に
依
る
に
、
幸
西
の
著
書
、こ
し
て
、
略
料
簡
、
一
諦
記
、
稱
佛
記
等
が
引
用
さ
れ
て
あ
る
。
今
}れ
ら
の
書
物
は
殘
つ
て
な
い
。
叉
最
須
敬
重
繪
詞
に
は
、
凡
頓
諞
乘
、
略
觀
經
義
、
略
料
簡
、
措
心
偈
、
持
玄
鈔
等
が
擧
げ
ら
れ
て
あ
る
こ
ε
が
、
玄
義
分
抄
の
山
田
教
授
の
跛
文
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
叉
長
西
録
に
は
京
師
和
僧
類
襞
傳
が
擧
げ
ら
れ
て
あ
る
。
こ
の
中
類
聚
傳
を
除
く
の
外
、
そ
の
他
一
部
も
現
存
し
な
い
か
ら
,
其
内
容
を
充
分
に
知
る
こ
ーこ
は
出
來
な
い
が
、
然
し
源
流
章
に
引
用
さ
れ
て
あ
る
丈
の
内
容
か
ら
考
へ
て
、
略
料
簡
、
稱
佛
記
、
一
滴
記
等
は
確
か
に
觀
經
に
關
す
る
著
述
で
あ
り
、
叉
凡
頓
一
乘
、
略
觀
經
義
等
は
、
其
書
名
か
ら
考
へ
て
も
、
槻
經
に
關
す
る
書
物
で
あ
る
こ
、こ
は
明
か
で
あ
る
。
叉
先
年
大
谷
大
疉
の
史
學
會
か
ら
出
版
さ
れ
た
玄
義
分
抄
は
、
確
か
に
觀
經
玄
義
分
を
簡
明
に
繹
し
た
も
の
で
、
實
に
貴
尊
な
も
の
で
あ
る
こ
ーこ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
の
中
京
師
和
樹
類
聚
嬉
は
今
回
金
澤
文
庫
で
發
見
せ
ら
れ
た
【、今
岡
教
授
記
念
論
文
集
L
六
一
八
頁
、
塚
本
教
授
の
論
文
參
照
2
多
念
義
の
隆
寛
隆
寛
に
觀
經
疏
の
末
書
が
あ
つ
た
こ
、こ
は
未
だ
聞
か
な
か
つ
た
が
、
今
回
金
澤
文
庫
發
見
の
書
に
、
散
善
義
問
答
若
干
卷
が
あ
る
。
其
奥
書
に
、
已
上
廻
向
發
願
心
問
答
訖
一
校
了
愚
老
沙
門
隆
寛
貞
應
元
年
四
月
廿
五
日
、
賜
長
樂
寺
律
師
御
房
御
眞
本
以
、
於
一エ
ハ
波
羅
密
寺
内
、
念
佛
行
人
生
騨
房
房
中
↓未
時
爲
二興
隆
佛
法
利
谷
衆
生
↓形
如
寫
之
了
、、
」
執
筆
智
慶
こ
れ
に
依
つ
て
隆
寛
か
散
善
義
の
末
書
を
書
い
た
こ
・こ
か
明
か
で
あ
る
、こ
同
時
に
、
四
帖
疏
全
體
に
通
じ
て
問
答
を
書
い
た
で
あ
ら
ふ
・ご
想
像
さ
る
L
。
(
同
上
塚
本
教
授
論
文
、
五
六
〇
頁
已
下
參
照
)
叉
金
澤
文
庫
發
見
の
書
に
、
觀
經
定
善
義
問
答
私
見
聞
が
あ
る
。
こ
れ
は
覺
絡
の
撰
で
、
西
圓
手
澤
の
本
で
あ
る
。
覺
終
は
隆
寛
の
弟
子
で
あ
る
こ
ーこ
は
、
傳
燈
總
系
譜
、
法
水
分
流
記
に
依
つ
て
明
か
で
あ
る
が
ら
、
隆
寛
の
定
善
義
問
答
の
本
書
で
あ
る
こ
、こ
が
想
像
さ
る
」
。
從
つ
て
隆
寛
の
玄
義
分
井
に
序
分
義
の
問
答
が
あ
る
べ
膏
筈
で
あ
る
が
、
今
は
失
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
ふ
。
塚
本
教
授
の
論
文
に
記
さ
れ
て
あ
る
如
く
、
彌
陀
本
願
義
の
奧
書
に
、
隆
寛
の
著
-こ
し
て
、
禮
讃
井
に
玄
義
分
問
答
各
十
帖
・こ
あ
る
點
か
ら
考
へ
て
、
一
履
こ
の
意
を
強
う
す
る
も
の
で
あ
る
。
一9一
淨
土
源
流
章
に
は
(
鑾
+
鳶
瓢
)
、善
導
の
髪
創
め
て
講
敷
姦
し
、
大
に
鈔
章
を
作
り
盞
を
建
立
書
記
さ
れ
て
あ
り
、
+
卷
傳
第
六
に
は
(鑿
+
七
叢
)作
る
所
の
抄
物
青
馨
な
の
三
漂
れ
て
φ
。
な
其
の
そ
が
失
は
れ
を
ーこ
は
莠
逶
憾
で
あ
る
・
3
弘
願
義
の
證
空
觀
經
疏
に
對
す
る
西
山
上
人
の
末
書
に
は
、
觀
經
疏
觀
門
義
鈔
四
十
八
卷
、
觀
經
秘
决
集
二
十
卷
.
觀
門
義
草
鬘
二
卷
、
觀
經
疏
自
筆
鈔
+
卷
,
觀
經
疏
他
筌
鈔
十
卷
等
が
あ
る
。
こ
の
中
觀
門
義
鈔
は
薄
墨
鈔
・こ
い
ひ
、
承
應
年
聞
、
洛
北
一
原
慧
香
寺
の
筌
覺
が
、
小
倉
山
二
尊
院
に
於
て
之
を
發
見
し
捌
補
繕
寫
し
て
世
に
公
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
眞
宗
教
血
ハ志
第
三
に
は
一
論
を
出
し
て
云
く
、
此
鈔
は
本
、こ
善
慧
の
読
な
る
も
後
人
漫
り
に
改
作
す
、
必
す
し
も
依
る
可
ら
す
'/)O
其
他
證
室
法
孫
の
末
書
は
頗
る
多
い
が
今
ぼ
略
す
。
4
諸
行
本
願
義
の
覺
明
觀
經
疏
に
對
す
る
覺
明
の
末
書
は
觀
經
疏
光
明
鈔
十
八
卷
が
あ
る
。
其
中
金
澤
文
庫
で
五
冊
發
見
さ
れ
九
、
本
書
が
果
し
て
十
八
卷
で
あ
つ
九
か
,こ
う
か
は
明
か
で
な
い
が
、
,こ
の
本
も
み
な
槻
經
疏
光
明
鈔
十
八
卷
の
内
第
何
卷
・こ
書
い
て
あ
る
か
ら
、
斯
く
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
此
書
五
册
の
中
に
玄
序
散
の
釋
文
一
部
が
殘
さ
れ
て
あ
る
が
、
唯
だ
定
善
義
だ
け
全
く
失
は
れ
て
あ
る
。
本
書
が
覺
明
の
著
で
あ
る
こ
ミ
は
第
二
冊
、
第
四
冊
の
初
に
欣
淨
沙
門
長
西
録
の
文
字
の
あ
る
こ
、こ
に
依
て
明
で
あ
る
。
叉
内
容
か
ら
見
る
も
、
本
書
が
覺
明
流
の
書
で
あ
る
二
Σ
は
左
の
一
節
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
光
明
鈔
玄
七
第
三
云
、
答
、
此
難
實
以
爾
也
、
但
見
邑
一經
始
絡
↓案
二解
濯
首
尾
↓總
以
二
定
散
諸
善
「爲
二彌
陀
本
願
↓劉
以
ij念
佛
一
行
嚇爲
ご
本
願
正
意
↓於
二念
佛
中
碗以
二觀
念
等
一爲
γ傍
、
以
二
稱
名
等
一爲
γ正
、
云
々
5
敬
蓮
趾
入
酋
金
澤
文
庫
所
藏
の
書
に
、
觀
經
序
分
義
顯
意
抄
第
二
、
同
定
善
義
顯
意
鈔
第
三
の
二
冊
が
あ
る
。
其
定
善
義
顯
意
鈔
第
三
の
初
に
、
觀
經
正
宗
一ﾟ0一
分
定
善
義
顯
意
鈔
卷
第
三
、
欣
求
安
養
沙
門
入
阿
述
、こ
記
さ
れ
て
あ
る
。
其
の
奥
に
は
建
治
二
年
三
月
十
七
日
書
了
-こ
書
か
れ
て
あ
る
。
入
阿
は
入
西
-こ
同
入
で
、
鎭
西
上
人
の
弟
子
で
あ
る
。
鎭
西
上
人
の
著
述
、こ
し
て
觀
經
疏
の
末
書
の
あ
つ
た
こ
ーこ
を
聞
か
な
い
が
、
入
阿
は
當
時
最
も
盛
ん
で
あ
つ
た
槻
經
疏
研
究
の
潮
流
に
棹
さ
し
て
、
深
く
之
を
研
究
し
て
、
此
書
を
書
い
た
の
で
あ
ら
ふ
。
然
し
是
叉
大
部
分
が
失
は
れ
て
あ
る
の
は
殘
念
で
あ
る
。
以
上
諸
師
の
觀
經
疏
の
末
書
に
就
て
略
辨
し
た
が
、
特
に
從
來
久
し
く
失
は
れ
て
ゐ
た
隆
寛
覺
明
に
關
す
著
書
等
の
多
く
が
金
澤
文
庫
か
ら
發
見
さ
れ
た
こ
・こ
は
實
に
驚
嘆
に
價
す
べ
く
、
一
大
奇
蹟
で
あ
り
、
學
界
の
非
常
な
る
慶
事
で
あ
る
・こ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
に
依
つ
て
釜
々
斯
の
學
の
研
究
を
深
め
る
こ
.こ
の
出
來
る
の
は
眞
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
あ
る
。
第
二
三
祀
記
主
上
人
の
觀
經
疏
傳
逋
記
三
租
記
圭
灘
師
は
観
經
疏
を
最
も
深
く
研
究
し
、
一
代
の
著
述
五
十
餘
帖
の
中
で
も
觀
經
疏
傳
邏
記
・こ
、
選
擇
集
决
疑
鈔
、こ
は
、
再
三
再
四
改
訂
校
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
了
譽
の
心
具
决
定
往
生
義
三
十
紙
に
は
五
十
餘
帖
の
中
、
嬉
通
記
、
决
疑
鈔
に
同
き
を
正
、こ
な
す
。へ
し
、
若
し
記
ご
鈔
-こ
に
違
は
f
、
或
は
之
を
取
捨
し
、
或
は
之
を
魯
通
す
べ
し
ーこ
言
は
れ
て
あ
る
。
了
譽
の
淨
土
述
聞
口
决
鈔
下
卷
四
十
紙
に
も
之
・こ
同
じ
意
味
が
逋
べ
ら
れ
て
あ
る
。
.
而
し
て
現
今
傳
ふ
る
所
の
傳
通
記
が
成
立
す
る
ま
で
に
は
、
幾
度
も
其
門
弟
に
對
し
て
傳
通
記
か
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
今
回
金
澤
丈
庫
か
ら
.
そ
の
最
も
初
に
屬
す
る
講
録
が
發
見
さ
れ
た
、
そ
は
記
王
の
弟
子
良
聖
の
筆
録
で
あ
る
。
然
る
に
束
宗
要
玄
談
に
は
、
こ
の
傳
通
記
に
關
す
る
諸
種
の
異
本
の
あ
る
こ
・こ
が
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
今
玄
談
に
依
つ
て
そ
れ
を
少
し
述
べ
た
い
ご
思
ふ
。
邸
ち
こ
の
傳
通
記
に
は
未
再
治
本
、こ
、
再
治
本
ご
、
極
再
治
本
、こ
の
三
種
が
あ
る
。
豪
再
法
本
11
1
薩
岡
鈔
束
宗
要
玄
談
に
云
、
古
よ
の
傳
へ
て
云
、
其
未
再
治
本
に
亦
壷
尸三
四
本
あ
研
、
一
に
云
く
福
岡
鈔
、
是
郎
ち
最
初
下
總
洲
福
岡
莊
に
於
て
記
す
る
所
の
十
卷
本
な
り
、
傳
に
云
、
行
顧
房
の
口
筆
す
る
所
な
り
ご
。
こ
の
行
願
房
の
傳
は
不
明
で
あ
る
が
、
金
澤
文
庫
所
藏
の
玄
義
分
聞
書
は
、
良
聖
の
筆
録
で
、
其
奧
書
に
は
、
建
長
七
年
乙
卯
五
月
十
六
日
、
於
二
下
總
國
差
匝
御
莊
,
福
岡
郷
一被
〆談
、
能
化
然
阿
彌
陀
佛
五
十
七
、
良
聖
時
年
二
十
二
歳
也
-こ
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
玄
談
に
謂
ふ
所
の
輻
岡
鈔
・こ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
・こ
思
ふ
。
然
し
彼
は
行
願
房
口
筆
こ
い
ひ
、
此
は
良
聖
の
筆
録
で
あ
る
。
此
點
や
㌧
相
盡
が
あ
る
が
、
こ
の
兩
人
は
同
人
で
あ
る
か
異
人
で
あ
る
か
問
題
で
あ
る
。
然
し
恐
く
は
異
人
で
あ
ら
ふ
。
何
故
な
れ
ば
金
澤
文
庫
所
藏
の
良
聖
の
筆
往
生
禮
讃
聞
書
に
は
、
良
聖
は
聖
忍
房
-こ
記
し
て
あ
る
か
ら
だ
。
さ
れ
ば
行
願
房
-こ
い
ふ
は
何
等
か
の
誤
僖
で
は
あ
る
ま
い
か
、
或
は
叉
行
隔
房
ご
良
聖
ご
が
同
時
に
記
主
の
講
義
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
筆
記
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
・
兎
も
角
こ
れ
は
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
本
書
は
記
主
の
傳
通
記
の
最
初
の
も
の
で
、
其
講
義
が
何
年
何
月
か
ら
始
ま
つ
て
、
何
年
に
終
つ
た
か
は
明
瞭
で
な
い
か
、
金
澤
文
庫
所
藏
の
良
聖
筆
記
の
本
を
見
る
に
、
定
善
義
聞
書
は
「建
長
七
年
二
月
六
H
讀
了
」
の
奥
書
あ
り
、
玄
義
分
聞
書
に
は
「
建
長
七
年
五
月
十
六
日
し
の
奥
書
が
あ
る
か
ら
、
恐
く
は
此
年
か
ら
康
元
こ
年
の
三
月
に
至
る
ま
で
に
、
全
部
講
義
か
経
つ
た
の
で
あ
ら
ふ
。
而
し
て
康
元
二
年
の
三
月
か
ら
再
び
講
義
が
始
ま
つ
て
、
彼
の
二
十
五
帖
鈔
が
出
來
た
の
で
あ
ら
ふ
。
思
ふ
に
從
來
は
編
岡
鈔
の
あ
つ
た
こ
、こ
は
傳
へ
ら
れ
九
が
、
其
内
容
が
全
く
解
ら
な
か
つ
た
の
に
、
た
ーこ
ひ
そ
れ
が
部
分
的
で
あ
る
に
も
せ
よ
、
内
容
を
知
る
こ
、こ
が
出
來
る
の
は
、
實
に
喜
ば
▼し
い
こ
・こ
で
あ
る
。
2
二
十
五
帖
鈔
一12一
 
東
宗
要
玄
談
に
云
く
、
是
は
幅
岡
鈔
を
以
て
其
本
基
こ
し
て
之
を
記
す
。
乃
ち
康
元
二
年
丁
巳
に
書
き
始
め
、
正
嘉
二
年
戊
午
に
功
を
経
る
の
本
な
り
ε
。
本
書
は
今
現
に
淨
土
宗
全
書
第
二
卷
に
收
む
る
傳
通
記
十
五
卷
の
原
稿
本
で
あ
る
。
故
に
散
記
の
絡
に
は
左
の
文
が
あ
る
。
抑
も
去
ぬ
る
康
元
二
年
丁
巳
三
月
二
十
一
日
、
下
總
光
明
寺
に
於
て
始
て
書
し
、
正
嘉
二
年
戊
午
三
月
二
十
九
日
、
同
國
西
福
寺
に
於
て
功
を
絡
ふ
、
予
三
十
八
に
し
て
西
海
に
於
て
聽
受
し
、
六
旬
に
し
て
束
里
に
於
て
添
削
す
、
或
は
竹
牒
の
眞
丈
を
載
せ
て
こ
の
意
趣
に
符
し
或
は
蘭
菊
の
異
諡
を
拾
ふ
て
彼
の
義
理
を
驗
む
、
今
叉
建
治
元
年
齡
七
旬
有
七
に
闌
て
、
鎌
倉
の
悟
眞
寺
に
於
て
、
去
年
の
正
月
十
六
日
よ
り
始
て
、
今
年
十
一
月
十
六
日
に
至
つ
て
重
ね
て
以
て
治
定
し
竟
ぬ
。
多
日
に
筆
を
染
め
て
久
し
く
心
眼
を
費
す
、
こ
の
功
他
に
あ
ら
す
偏
に
出
離
の
爲
な
り
、
聖
入
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
爭
で
か
株
を
守
ら
ざ
ら
む
、
其
眞
僞
を
决
亠。
る
こ
、こ
彼
の
開
悟
を
期
す
,こ
。
已
上
。
こ
の
記
事
の
中
康
元
元
年
に
初
め
て
正
嘉
二
年
に
功
を
経
へ
た
も
の
が
廿
五
帖
鈔
で
あ
る
こ
・こ
は
、
良
心
の
受
决
鈔
井
に
冏
師
の
著
糅
鈔
第
四
十
八
卷
の
論
に
依
つ
て
明
か
で
あ
る
。
叉
建
治
元
年
は
正
嘉
二
年
よ
り
十
七
年
の
後
で
、
こ
の
翌
年
に
出
來
た
の
が
今
淨
全
第
二
卷
に
收
め
ら
れ
て
あ
る
再
治
本
で
あ
る
。
叉
本
書
の
述
伶
に
就
て
、
記
主
の
决
笨
疑
問
鈔
、こ
種
々
の
面
白
い
關
係
が
あ
る
か
ら
、
こ
㌧
で
其
大
要
を
逋
べ
九
い
・こ
思
ふ
。
帥
ち
决
答
疑
問
鈔
縁
起
、
受
决
鈔
縁
起
、
銘
心
鈔
、
糅
鈔
等
の
記
事
に
依
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
上
總
國
周
東
郡
に
在
阿
・こ
い
ふ
者
が
あ
つ
た
、
始
め
は
天
台
宗
の
學
者
で
あ
つ
た
が
、
後
に
病
に
罹
つ
て
吐
血
し
た
の
で
、
一
向
に
念
佛
に
歸
し
、
鎭
西
上
人
の
念
佛
名
義
集
、
井
に
授
手
印
等
を
熟
讀
し
て
、
略
ぽ
そ
の
要
領
を
得
た
け
れ
き
も
、
な
ほ
他
流
の
諡
を
聞
い
て
、
や
㌧
矛
盾
す
る
所
も
あ
り
、
未
だ
充
分
に
安
心
が
出
來
な
い
の
で
、
或
る
時
相
模
國
大
庭
御
厨
の
石
河
里
に
在
る
禪
門
道
辧
の
處
に
往
つ
て
、
法
然
上
人
の
翼
意
を
尋
ね
た
。
そ
の
時
禪
門
の
お
話
に
、
予
は
卒
氏
の
子
胤
秩
父
の
一
門
で
あ
る
が
、
生
年
二
十
五
歳
の
時
に
出
家
し
て
、
數
年
の
闇
法
然
上
人
に
事
へ
た
。
其
の
發
心
の
因
縁
を
言
へ
ば
、
幼
少
の
時
に
熊
谷
蓮
生
が
念
佛
す
る
を
聞
い
て
、
夙
に
歸
依
の
志
を
起
し
て
已
來
、
竊
か
に
遁
世
の
祕
計
を
廻
し
九
が
、
偶
ま
法
然
上
入
の
弟
子
安
樂
房
が
鎌
倉
に
來
つ
て
、
選
揮
集
の
義
を
弘
め
て
、
諸
人
を
教
化
一,13-一 一
し
て
後
に
、
ま
さ
に
都
に
蹄
り
給
は
ん
ε
す
る
に
際
し
、
予
は
今
暫
く
逗
留
下
さ
つ
て
教
化
に
積
り
た
い
・こ
懇
請
し
た
。
安
樂
房
は
留
ま
つ
て
、
念
佛
往
生
の
道
理
を
教
へ
て
下
さ
つ
た
G
時
に
石
垣
の
金
光
房
か
偶
ま
所
領
の
沙
汰
の
爲
に
、
鎌
倉
に
來
つ
て
訴
訟
を
し
た
。
こ
の
人
も
學
者
で
あ
つ
た
か
ら
、
亦
九
此
人
を
も
誘
つ
て
、
同
聞
衆
に
引
き
入
れ
た
。
然
る
に
金
光
坊
は
之
を
聞
い
て
、
忽
ち
發
心
し
て
世
間
の
訴
訟
を
捨
て
㌧
、
直
ち
に
安
樂
房
に
附
て
都
に
上
り
、
永
く
法
然
上
人
の
弟
子
,こ
な
つ
た
。
其
後
予
も
玄
ろ
臘
月
に
國
を
出
で
玉
、
初
春
の
十
五
日
に
受
戒
し
た
。
心
は
痴
鈍
で
あ
る
け
れ
さ
も
、
身
は
常
隨
を
し
た
爲
に
、
三
心
念
佛
の
義
は
、
細
し
く
訓
化
を
蒙
る
こ
,こ
、
歳
月
己
に
久
し
い
聞
で
あ
つ
た
。
然
る
に
上
入
入
滅
の
後
、
多
く
の
淨
土
の
學
者
に
遇
ふ
た
が
、
何
れ
も
上
人
の
義
,こ
異
つ
て
居
る
。
或
る
時
宇
都
宮
禪
門
に
誘
は
れ
て
、
一
日
善
惠
上
人
の
三
心
の
義
を
聞
い
た
が
、
}
字
一
言
も
相
傳
の
趣
は
な
か
つ
た
。
憚
り
な
か
ら
予
は
そ
の
時
、
昔
し
上
人
か
ら
聞
き
傳
へ
た
ま
玉
を
述
べ
た
所
が
學
徒
の
中
の
一
人
が
、
こ
の
言
を
用
て
本
文
を
料
簡
し
、
符
合
せ
し
め
畢
つ
た
時
、
善
惠
上
人
は
彼
れ
此
れ
言
ふ
て
、
逾
に
其
人
を
逐
ひ
出
し
て
し
ま
つ
た
。
誠
に
古
今
水
火
の
異
、
師
賛
雲
泥
の
違
で
あ
る
。
,こ
う
し
て
相
傳
・三
言
は
れ
や
う
か
。
叉
長
樂
寺
の
隆
寛
律
師
か
、
四
十
八
日
の
別
時
を
修
し
、
選
擇
集
十
六
章
段
の
奧
義
を
講
ぜ
ら
れ
た
時
、
即
ち
私
に
證
明
せ
よ
ーこ
言
は
れ
た
が
、
然
し
法
然
上
人
の
意
-こ
は
全
く
違
つ
て
あ
つ
た
か
ら
、
證
明
せ
す
し
て
默
し
て
去
つ
た
。
此
等
の
人
々
が
上
人
の
義
を
知
ら
な
い
理
由
は
、
法
然
上
人
が
念
佛
を
七
萬
遍
に
増
し
給
ふ
た
後
は
、
法
門
の
談
義
は
停
め
給
ふ
た
。
然
る
に
此
等
の
人
々
は
、
或
は
幼
少
の
時
で
あ
り
、
或
は
後
の
弟
子
で
あ
つ
た
か
ら
、
法
談
を
聞
く
機
會
が
少
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
聖
光
房
上
人
は
、
法
然
上
人
が
盛
ん
に
此
宗
を
弘
め
給
ふ
た
時
で
、
專
ら
淨
土
の
法
門
を
聞
き
給
ふ
た
。
且
又
彼
は
一
山
の
學
侶
で
あ
り
、
道
心
堅
固
の
入
で
あ
る
か
ら
、
か
た
が
た
傳
法
他
ご
異
り
、
切
々
教
訓
を
蒙
ら
れ
た
こ
・こ
は
確
か
で
あ
る
。
遞
世
し
て
淨
土
の
教
を
學
ば
れ
た
の
は
.
私
よ
り
も
三
四
年
前
で
あ
つ
て
、
法
然
上
人
の
御
在
世
の
昔
は
、
常
に
面
會
し
た
が
、
そ
の
後
は
・こ
ん
、こ
封
面
の
機
曾
も
な
く
、
彼
は
西
に
往
つ
て
永
く
亡
じ
、
私
は
東
に
來
つ
て
暫
く
生
き
て
ゐ
る
。
そ
の
行
儀
井
に
臨
終
を
知
ら
な
か
つ
た
こ
、こ
は
、
甚
だ
殘
念
な
こ
ご
で
あ
つ
た
ご
申
さ
れ
た
。
一14一
時
に
在
阿
は
こ
の
言
を
聞
い
て
大
に
喜
び
、
鎭
西
上
人
の
義
を
標
す
る
爲
に
、
帥
ち
念
佛
名
義
集
の
趣
を
語
つ
た
が
、
禪
門
の
言
ほ
る
㌧
に
は
、
從
來
は
こ
の
義
を
聞
か
な
か
つ
た
。
然
し
今
貴
方
の
言
は
れ
た
こ
、こ
を
聞
け
ば
、
全
く
私
が
昔
し
上
入
か
ら
聞
い
た
通
り
で
あ
る
。
聖
光
房
の
所
傳
、
さ
う
し
て
上
入
の
義
に
違
は
ん
や
、
尤
も
深
く
隨
喜
す
る
所
で
あ
る
。
昔
し
親
盛
法
師
予
に
語
つ
て
言
く
、
上
人
在
世
の
時
尋
ね
て
云
く
、
若
し
上
人
の
御
往
生
の
後
は
、
淨
土
の
法
門
の
不
審
を
ば
、
誰
れ
に
蕁
ね
て
宜
し
い
で
し
や
う
か
・こ
。
上
人
答
へ
て
、
聖
光
房
-こ
、
金
光
房
、こ
は
委
く
予
が
所
存
を
知
つ
て
居
る
。
剛然
し
彼
等
は
遠
國
で
あ
る
か
ら
、
汝
等
の
爲
に
は
容
易
で
は
な
い
。
京
中
で
は
聖
覺
法
印
が
ま
た
我
が
義
を
知
つ
て
ゐ
る
。
若
し
余
の
滅
後
に
疑
あ
れ
ば
、
こ
の
人
に
問
へ
・こ
仰
せ
ら
れ
た
、こ
。
こ
の
話
は
誠
に
其
の
通
り
で
あ
る
。
上
人
の
逶
言
こ
そ
實
に
眞
實
で
あ
る
、
相
傳
次
し
て
聞
違
な
い
か
ら
、
貴
方
は
早
く
聖
光
房
の
門
人
に
隧
つ
て
、
其
の
不
審
を
聞
く
が
よ
い
。
か
の
鎭
西
の
敬
蓮
瓧
は
、
暫
く
鎌
倉
に
居
ら
れ
た
さ
う
だ
が
、
そ
は
私
は
全
く
知
ら
な
か
つ
た
。
今
然
阿
彌
陀
佛
が
下
總
に
居
ら
る
辷
こ
い
ふ
r
)-/1
で
あ
る
。
彼
人
は
亦
た
聖
光
房
の
門
弟
で
あ
る
。
私
も
面
曾
し
た
い
・こ
思
つ
て
ゐ
る
が
、
老
耄
窮
屈
し
て
今
其
處
に
往
く
こ
、こ
が
出
來
な
い
。
希
く
は
貴
方
の
所
聞
を
聞
き
傳
へ
て
、
以
て
鑪
鑑
に
備
へ
た
い
り
思
ふ
,こ
Q
そ
こ
で
在
阿
は
下
總
國
福
岡
の
西
編
寺
に
往
つ
て
、
記
主
上
人
に
面
會
し
た
。
こ
れ
は
康
元
二
年
正
月
十
七
日
で
、
記
主
な
五
十
九
歳
の
時
、
恰
も
傳
通
記
の
講
義
最
中
で
あ
つ
た
の
だ
。
さ
れ
ば
當
時
の
事
情
を
更
ら
に
今
少
し
述
べ
て
見
た
い
・こ
思
ふ
。
郎
ち
在
阿
は
記
主
上
人
に
面
會
し
て
串
す
に
は
、
私
は
病
氣
を
患
つ
て
か
ら
、
切
り
に
往
生
の
道
を
訪
ね
、
深
く
授
手
印
に
歸
入
し
ま
し
た
が
、
然
し
な
ほ
不
審
の
點
が
多
々
あ
り
ま
す
、
何
卒
お
聞
か
せ
に
預
か
つ
て
、
愈
き
口
傳
を
承
り
、
自
ら
之
を
記
し
で
以
つ
て
、
せ
め
て
命
の
あ
る
聞
、
心
を
や
す
め
た
い
、こ
思
ひ
ま
す
,こ
。
そ
こ
で
記
主
は
他
の
講
義
を
暫
く
や
め
て
、
在
阿
の
爲
に
授
手
印
の
疑
問
を
解
决
さ
れ
た
。
或
る
時
在
阿
が
客
殿
の
簷
の
處
で
吐
血
し
て
、
餘
命
幾
何
な
ら
ざ
る
を
歎
き
、
明
朝
記
圭
に
申
し
て
言
く
、
私
の
命
は
旦
夕
に
逍
つ
て
居
り
ま
す
、
疑
問
を
解
决
す
る
爲
に
は
、
少
く
ーこ
も
數
日
を
要
す
る
こ
ご
で
し
や
う
、
か
つ
又
己
れ
自
ら
記
せ
ば
、
恐
く
は
謬
り
が
あ
る
か
一一15-一
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
甚
だ
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
私
の
爲
に
特
別
に
上
人
自
ら
御
認
め
を
願
い
た
い
・こ
存
じ
ま
す
、こ
懇
願
し
た
の
で
、
記
主
御
自
ら
决
答
授
手
印
疑
問
鈔
二
卷
を
書
き
在
阿
の
語
る
所
に
從
つ
て
、
序
文
を
も
書
い
て
下
さ
つ
た
。
在
阿
は
記
主
上
人
自
筆
の
本
を
持
つ
て
石
河
の
禪
門
の
處
に
詣
つ
て
之
を
示
し
た
。
禪
門
は
之
を
見
て
大
に
喜
び
、
こ
れ
こ
そ
上
入
の
御
義
で
あ
る
。
但
し
序
文
に
や
㌧
相
違
が
あ
る
ご
仰
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
同
年
七
月
の
頃
、
禪
門
か
ら
記
主
上
人
の
所
へ
手
紙
が
來
た
。
其
要
領
に
云
く
、
貴
方
は
上
人
御
法
門
相
傳
の
遺
弟
で
あ
る
か
ら
、
上
人
在
生
の
御
行
儀
を
聞
い
て
お
か
る
丶
が
宜
し
か
ら
ふ
。
私
は
法
門
の
相
傳
は
な
い
が
、
年
ご
ろ
事
へ
奉
つ
た
か
ら
、
委
く
か
の
お
行
儀
を
拜
見
し
て
居
る
。
早
く
御
出
下
さ
つ
て
、
委
細
の
事
を
聞
い
て
お
い
て
下
さ
い
。
私
自
ら
參
り
た
い
が
、
既
に
八
十
餘
り
で
あ
つ
て
、
往
復
か
な
か
く
困
難
で
あ
る
か
ら
、
敢
て
御
來
臨
を
願
つ
た
譯
で
あ
る
ーこ
。
其
時
丁
度
國
中
の
僣
徒
二
十
餘
人
が
同
心
に
發
起
し
て
、
其
年
の
初
春
か
ら
記
主
上
人
に
請
ふ
て
傳
通
記
の
講
義
を
聞
い
て
ゐ
る
最
中
で
あ
つ
た
(
二
十
五
帖
鈔
は
此
時
に
成
る
)
。
然
る
に
上
人
が
請
に
應
じ
て
、
石
河
に
往
か
れ
ん
ε
す
る
を
見
て
、
發
起
衆
(
二
十
餘
人
)
井
に
同
゜
心
の
學
侶
(
三
十
餘
人
)が
悲
觀
し
て
言
ふ
に
は
、
上
人
が
若
し
往
か
る
乂
な
ら
ば
、
必
す
彼
處
で
法
談
が
あ
る
で
あ
ら
ふ
。
然
ら
ば
傳
通
記
の
本
意
を
邃
げ
る
こ
ε
が
出
來
な
い
か
も
知
れ
な
い
・こ
て
、
意
の
内
で
は
皆
な
同
樣
に
傳
通
記
の
絡
ら
な
い
こ
ε
を
思
ひ
な
が
ら
、
口
で
は
道
が
甚
だ
遠
く
て
、
非
常
に
暑
い
て
時
分
で
あ
る
か
ら
、
必
す
發
病
な
さ
る
で
あ
ら
ふ
、こ
申
上
げ
た
か
ら
、
さ
す
が
に
上
人
も
心
配
し
て
、
此
度
は
一
時
中
止
し
て
、
後
日
に
參
上
致
し
ま
す
ーこ
い
ふ
返
歌
を
邊
ら
れ
た
。
其
後
二
+
日
許
を
經
て
、
重
て
禪
門
か
ら
書
駄
が
來
た
。
老
耄
旦
暮
辨
じ
難
し
、
若
し
臨
経
せ
ば
定
め
て
御
後
悔
有
る
べ
し
ε
。
上
人
は
こ
の
歌
を
見
て
大
に
驚
き
、
直
ち
に
往
か
ん
,こ
决
心
さ
れ
た
の
で
、
塵
衆
等
は
最
早
や
抑
へ
る
こ
ε
は
出
來
な
か
つ
た
。
上
人
石
河
に
到
り
給
ひ
往
復
の
日
數
十
四
五
日
で
あ
つ
九
。
上
人
は
輝
門
の
物
語
を
聞
い
て
前
の
序
文
を
改
め
て
重
ね
て
序
文
を
記
さ
れ
た
。
但
し
疑
問
鈔
の
述
作
抃
に
在
阿
滯
在
の
日
數
は
約
三
十
日
聞
で
あ
つ
た
。
而
し
て
在
阿
は
そ
の
翌
年
即
ち
正
嘉
二
年
の
五
月
二
十
九
日
に
示
寂
し
た
,こ
傳
へ
ら
れ
て
あ
る
。
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さ
て
彼
の
傳
通
記
の
方
は
、
記
王
上
人
の
お
歸
り
の
後
着
々
、こ
し
て
歩
を
進
め
翌
年
三
月
二
十
九
日
に
、
編
岡
の
西
編
寺
で
出
來
あ
が
つ
た
。
然
る
に
そ
の
時
の
悉
し
い
樣
子
が
受
决
鈔
に
記
さ
れ
て
あ
る
か
ら
、
序
手
に
ご
乂
に
記
す
こ
ーこ
㌦
す
る
。
上
人
は
始
め
編
岡
の
西
旙
寺
に
居
ら
れ
た
が
、
後
に
荒
見
彌
四
郎
の
請
に
應
じ
て
、
飯
岡
の
光
明
寺
に
移
ら
れ
た
。
こ
の
飯
岡
で
傳
通
記
の
講
義
を
始
め
ら
れ
た
。
部
ち
二
十
四
入
の
發
起
衆
が
、
各
の
五
日
間
宛
雜
事
を
勞
み
、
こ
の
記
を
作
り
始
め
た
時
に
は
、
塵
侶
は
一
百
八
人
で
あ
つ
た
が
、
段
々
に
其
等
が
退
出
し
た
。
然
る
に
毎
日
全
く
缺
退
し
な
か
つ
た
人
で
は
、
性
心
、
乘
圓
、
理
貢
、
如
心
等
の
五
六
人
で
あ
つ
た
。
そ
の
中
傳
通
記
の
執
筆
者
は
性
心
で
あ
つ
た
。
そ
の
餘
の
人
々
は
長
西
等
の
餘
流
の
抄
物
を
談
し
た
り
、
或
は
肝
要
な
る
經
論
章
疏
の
文
を
引
い
て
居
た
。
そ
れ
で
相
談
し
て
云
く
、
談
處
に
人
が
足
ら
な
い
か
ら
、
肝
要
の
事
を
す
る
こ
ーこ
が
出
來
な
い
。
依
て
一
日
の
番
役
を
七
入
宛
に
定
む
る
、こ
て
、
こ
れ
に
依
つ
て
飯
岡
で
始
め
て
逾
に
幅
岡
で
終
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
終
り
の
調
録
の
時
に
、
發
起
衆
は
み
な
此
の
記
を
寫
さ
ん
、こ
し
た
そ
の
時
上
人
が
仰
せ
ら
る
㌧
に
は
、
此
記
は
傳
法
の
爲
で
あ
る
か
ら
、
不
學
無
智
の
者
共
が
、
其
れ
を
寫
し
て
何
の
役
に
立
つ
か
・こ
、
故
に
寫
し
た
人
も
寫
さ
な
か
つ
た
人
も
あ
つ
た
。
帥
ち
發
起
衆
の
人
で
五
日
宛
の
雜
事
を
營
む
こ
・こ
に
は
懈
怠
は
な
か
つ
た
が
、
長
日
月
の
聞
で
あ
る
か
ら
、
其
れ
に
堪
ゆ
る
こ
く
}が
出
來
な
い
で
、
倦
て
談
處
に
參
ら
な
か
つ
た
者
は
、
之
を
寫
さ
す
に
絡
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
授
手
印
受
决
鈔
に
依
る
に
、
傳
通
記
の
執
筆
者
は
藤
田
の
性
心
な
り
・こ
。
己
上
は
二
十
五
帖
製
作
に
關
す
る
大
要
で
あ
る
。
Cr9
觀
經
傳
邇
記
淺
略
鈔
五
卷
東
宗
要
玄
談
に
云
く
、
文
永
年
中
談
義
の
聞
書
な
り
、
是
れ
今
現
に
行
は
る
㌧
所
の
八
卷
の
略
鈔
FJJは
亦
た
別
本
な
り
、
乃
ち
此
の
三
本
を
以
て
未
再
治
ε
名
く
、
名
越
藤
田
は
往
々
之
を
用
ゆ
、
其
書
は
夙
に
沒
し
て
既
に
久
し
ご
Q
こ
の
中
今
現
行
の
八
卷
の
略
鈔
ざ
い
ふ
は
淨
全
第
二
卷
に
收
め
ら
れ
て
あ
る
。
叉
淺
略
鈔
ε
こ
の
本
ε
異
る
・こ
い
ふ
こ
・こ
、
叉
淺
略
鈔
は
文
永
年
中
の
談
義
で
あ
る
亀こ
い
ふ
こ
.こ
は
、
立
談
の
著
者
妙
瑞
が
何
れ
の
書
物
に
依
つ
九
も
の
で
あ
る
か
は
解
ら
な
い
。
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観
經
傳
邇
記
略
鈔
東
宗
要
立
談
に
云
く
、
今
現
行
す
る
所
の
八
卷
の
略
鈔
は
、
傳
に
云
く
、
弘
長
二
年
詛
主
六
十
四
歳
の
時
、
高
野
の
敬
忍
房
の
爲
に
略
述
す
る
所
な
り
、
中
に
於
て
玄
序
の
二
鈔
は
敬
忍
房
口
筆
す
る
所
な
り
、
定
散
の
二
鈔
は
師
の
自
筆
な
り
ε
。
此
外
な
ほ
三
鈔
あ
る
こ
、こ
を
玄
談
は
傳
へ
て
ゐ
る
。
イ
傳
邇
記
足
立
鈔
本
書
は
文
永
元
年
甲
壬
之
歳
、
武
州
足
立
郡
松
岡
の
勝
願
寺
(
今
の
鴻
集
勝
願
寺
)
に
於
て
談
義
す
る
所
に
し
て
、
淨
怨
房
の
口
筆
す
る
所
な
り
。
(
慧
の
名
は
傳
燈
總
系
譜
上
に
出
づ
)
(誇
經
蠶
上
)
(莚
ロ
傳
邇
記
散
疑
鈔
東
宗
要
玄
談
に
は
・
本
書
は
行
願
房
の
・
筆
で
あ
る
、こ
い
ひ
・
蓮
門
經
蠶
上
に
は
、
記
主
の
読
、
無
讐
い
ふ
。
行
觀
は
仁
治
二
年
に
生
れ
、
西
山
派
西
谷
流
の
第
二
祺
觀
智
の
弟
子
こ
な
り
、
後
に
武
藏
國
鵜
木
寳
糧
院
に
住
し
、
正
中
二
年
に
八
十
五
歳
で
入
寂
し
た
人
で
記
主
入
寂
の
年
、
帥
ち
弘
安
十
年
は
、
行
觀
四
十
七
歳
に
當
る
か
ら
、
記
主
の
講
義
を
聞
き
得
る
こ
ε
は
可
能
で
あ
る
が
、
然
し
果
し
て
そ
れ
を
聞
い
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ハ
傳
邇
記
决
疑
略
鈔
五
卷
記
主
自
ら
記
丁
る
所
な
り
、
此
等
の
諸
鈔
は
夙
に
隱
沒
せ
り
・こ
い
ふ
。
こ
再
治
本
觀
經
疏
傳
蓮
記
十
五
卷
一18一
東
宗
要
玄
談
に
云
、
博
に
云
く
、
建
治
元
年
七
十
七
歳
、
前
の
三
本
を
再
治
し
て
十
五
卷
、こ
な
し
、
傳
通
記
-こ
名
く
、
こ
れ
郎
ち
名
越
、
藤
田
か
依
り
し
所
の
本
な
讐
。
上
の
こ
+
五
帖
鈔
姦
す
る
下
に
於
て
述
べ
た
如
く
、
散
記
三
(
淨
全
第
二
糴
)
に
、
衾
建
治
元
年
齡
ひ
七
旬
有
七
に
闌
て
、
鎌
倉
の
悟
眞
寺
に
於
て
、
去
年
の
正
月
+
六
日
よ
り
始
め
て
、
今
年
+
一
月
+
六
日
に
至
つ
て
、
重
て
以
て
治
定
し
已
竟
ん
ぬ
、
多
日
に
筆
を
染
め
て
久
し
く
心
眼
を
費
す
、
此
功
他
に
非
す
偏
に
出
離
の
爲
な
り
記
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
現
今
淨
全
第
二
卷
に
收
む
る
本
が
そ
れ
で
あ
る
Q
三
極
再
治
本
東
宗
要
玄
談
に
云
、
傳
に
云
、
一是
れ
則
ち
弘
安
十
年
、
師
、
年
八
十
九
歳
、
重
ね
て
再
治
す
る
所
の
本
な
り
、
以
て
之
を
白
旗
に
授
く
、
是
れ
そ
の
臼
旗
流
所
依
の
本
に
し
て
、
弘
安
治
定
本
ご
名
け
て
以
て
正
-こ
な
す
、
今
現
に
天
照
山
の
寳
庫
に
あ
る
者
是
な
り
ざ
。
而
し
て
本
書
が
今
存
在
す
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
網顯「
記
主
の
傳
邇
記
の
末
書
傳
通
記
の
末
書
、こ
し
て
主
な
る
も
の
は
左
の
如
し
。
一
傳
邇
記
見
聞
十
五
卷
本
書
は
自
旗
寂
慧
良
曉
上
入
が
、
延
慶
三
年
十
二
月
か
ら
、
應
長
二
年
二
月
二
十
八
日
に
至
る
ま
で
、
首
尾
三
箇
年
、
傳
通
記
一
部
十
五
卷
、
相
傳
の
旨
に
任
か
せ
、
更
に
私
の
勘
文
を
加
へ
て
註
樺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
・こ
が
本
書
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
本
書
は
又
一
名
.
遲
澤
鈔
ε
い
ふ
。
新
撰
往
生
嬉
に
依
る
に
、
遲
澤
は
甲
州
に
於
け
る
草
庵
の
名
で
あ
る
・こ
い
ふ
。
糅
鈔
に
は
坂
下
鈔
、こ
い
ふ
。
鈔
の
中
に
師
仰
ε
い
ふ
は
そ
れ
で
あ
る
。
叉
傳
通
記
見
聞
,こ
言
つ
て
あ
る
所
も
あ
乃
。
本
書
は
散
善
義
見
聞
第
一
第
二
卷
を
缺
き
、
今
十
三
卷
存
す
。
續
淨
全
第
十
一
卷
に
收
む
。
一一19-一
二
傳
逼
記
授
决
鈔
十
八
卷
蓮
門
經
籍
録
上
に
依
る
に
、
藤
田
の
性
貫
の
著
述
で
、
叉
藤
田
鈔
、こ
も
云
ふ
。
鈔
中
有
人
、こ
い
ふ
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
ご
。
然
し
余
は
未
.だ
其
書
を
見
な
い
。三
偲
邇
記
見
聞
十
五
卷
蓮
門
經
籍
録
上
に
依
る
に
、
本
書
は
藤
田
性
眞
の
著
逋
で
、
良
榮
之
を
續
修
し
、
ま
㌧
己
の
意
見
を
加
へ
た
、
依
て
今
は
大
澤
見
聞
・こ
い
ふ
、
大
正
大
學
に
あ
り
。
四
傅
蓮
記
料
簡
鈔
六
卷
本
書
は
望
西
樓
了
慧
の
著
述
で
、
漢
字
の
寫
本
で
あ
る
。
五
傳
邇
記
糅
鈔
四
十
八
卷
こ
の
書
は
了
譽
聖
冏
か
、
應
永
二
年
に
著
は
し
た
も
の
で
、
從
來
の
自
流
他
流
の
諸
の
疏
鈔
を
合
糅
し
て
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
淨
全
第
三
卷
に
之
を
收
む
。
然
る
に
簿
通
記
に
は
、
聞
ま
錯
誤
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
故
に
淨
福
寺
の
音
澂
上
人
は
嬉
通
記
考
例
に
於
て
、
下
の
如
く
に
言
つ
て
ゐ
る
。
糅
鈔
は
ま
㌦
錯
本
に
依
て
強
て
之
が
解
を
な
す
。
意
ふ
に
冏
師
は
干
戈
の
世
に
生
れ
、
巖
洞
石
室
に
處
し
て
以
て
書
を
著
す
。
載
籍
の
浩
漫
、
固
に
對
檢
に
暇
あ
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
深
く
責
む
可
ら
す
。
今
悉
く
之
を
正
す
。
後
人
彼
に
依
つ
て
此
を
以
て
誤
り
ーこ
な
す
こ
ーこ
な
か
れ
・こ
。
(
鑿
箜
貳
四
)
六
糅
眼
記
一
卷
一20-一
本
書
は
酉
譽
聖
聰
の
口
傳
、
了
曉
の
筆
録
、
傳
遖
記
糅
鈔
、
頌
義
等
の
諸
書
に
就
て
、
論
邁
三
十
四
項
を
立
て
、
其
要
領
を
釋
し
た
も
の
で
、
今
續
淨
全
第
十
一
卷
に
あ
る
。
士
糠
鈔
米
僉
鈔
顯
卷
本
書
は
弘
經
寺
の
了
曉
の
著
述
で
あ
る
。
大
正
大
學
の
藏
本
。
八
傳
逼
記
再
鈔
廿
五
卷
傳
通
記
に
細
註
を
加
へ
た
る
も
の
、
未
だ
刊
行
さ
れ
な
い
。
貞
詮
の
著
逋
。
こ
の
他
傳
通
記
の
内
容
,
四
流
の
相
違
の
大
要
、
六
派
の
同
異
の
要
領
等
を
書
い
て
見
た
い
、こ
思
つ
た
が
、
時
日
が
許
さ
な
か
つ
た
の
で
之
で
擱
筆
す
る
こ
ε
x
し
た
。
一一21-一
